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• 信号交差点の制御設計における問題

-車線運用を設定 適用する信号現示方式を検討

• 左直混用車線は歩行者によってブロックされる

-左折車が少なくても待ち行列の
前の方にいると影響が大きい

-左折車が待ち行列のどこにいる
かはランダム

• 本研究の目的

-「車線運用と信号現示の組合せ」に基づく、信号交
差点の制御設計の重要性を示す

- 歩行者による左直混用車線のブロックというラン
ダムな影響を適切に考慮する

1. 背景と目的

• 四枝交差点（十字交差点）で組合せA、Bを比較

• 交通需要条件

-全流入部で対称

• 歩行者による左直混用車線ブロック影響の考慮

-青信号開始から𝑡𝑏𝑜𝑙𝑐𝑘の間、歩行者が左折車をブロック

• 各組合せで実現する交通性能の評価

-二つの方法で平均遅れを計算

2. 車線運用と信号現示の組合せに基づく制御設計の試行

• 車線運用と信号現示の組合せに基づく交差点信
号制御設計が重要

• シミュレーションによって左直混用車線で歩行
者が及ぼすランダムな影響を考慮すると、左折
専用車線を設ける方が有利になる

• 今後の展望

-歩行者人数・歩行速度のばらつきを考慮

4. まとめと今後の展望
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3. 結果と考察

先に車線運用を決めると適用
できる現示方式が限られる

影響大 小
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実測調査による回帰式

• 平均遅れが小さくなる組合せ

-左直混用車線のランダムな影響を考慮すると、組
合せB（専用車線&分離現示）が有利になる範囲は、
これまで考えられているよりも広い可能性がある

-左折・直進ともに需要が少ないほど組合せBが有利

• 次のサイクルに持ち越す車両の数＝捌け残り
（シミュレーション）

-左折率が低いほど組合せAよりBの方が捌け残りが
少ない

現行マニュアル シミュレーション

差をつけて組合せAが有利
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現行マニュアルの計算式（ランダムな影響なし）
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